2010年　　月　　日

横浜市長　　　　　　　　林　　文子　様　　
横浜市教育委員会委員長　今田　忠彦　様　

横浜市立南高等学校を中高一貫校にする計画の白紙撤回を求める
　　　　　　　　　　　　　　要　望　書

要望趣旨

横浜市立南高等学校は、高校進学をめざす中学生にとっては憧れの学校です。部活動や学校行事も含めて高校生活を謳歌できる魅力的な高校として、学校に関わる人々や地域の中でも評価も高い高校です。

この度、私達にとっては寝耳に水の「中高一貫校を南高に」との教育委員会の提案を、新聞各紙の報道で知り、ただただ驚くばかりでした。事前に適切な話し合いや検討の機会も無く、学校関係者も市民も一切意見も出せず、市民無視もはなはだしいとの怒りの声も上がっています。

南高校は、戦後の復興の中で、土地所有者の寛大なる土地提供もあり、南高等学校PTAの方々と多くの近隣の有志の方々のまさに労苦の賜物です。またその思いに応えて学校関係者も地域も一緒になって、南高等学校を盛り立ててきたと思います。

南高校が中等教育学校になれば、小学生が受験する学校になります。部活動や楽しい学校生活がどのようにして存続できるのでしょう。現在、公立の中高一貫校が全国でもエリート校化し超難関校になり、批判の声が出ています。制度導入から10年経過しているので、検証すると文部科学省も発表したばかりです。まさに実験途上の教育制度に、評価の高い伝統ある高校を変えていく必要がどこにあるのでしょうか。私たちは南高校を大切に思い、子どもたちや地域の高校として存続してほしいと強く願い、以下を要望します。
一、横浜市立南高等学校を中高一貫校にする計画を白紙撤回してください。
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この署名簿は目的以外には使用しません。市に提出後はそこに保管されます。

南高を守る会 呼びかけ人(アイウエオ順)

石原千鶴子（51期保護者） 稲木京子(22期） 上原澄男（元PTA会長） 岡田イチ子(市民) 興津典明（22期） 加藤茂(6期・元PTA会長) 加藤誠(市民)  川﨑妙子(47,53期保護者) 川﨑未緒(47期) 坂 雅子（53期保護者） 坂本直樹（元南区Ｐ連会長） 佐々木妙子(11期・元港南区Ｐ連会長) 曽我知央(31期) 高橋潤次(現保護者) 田崎秀一郎(市民)  二見正子(46,49,51期保護者) 古屋珠子(市民) 舛田悦子(25期・53期保護者) 三輪智恵美(市民) 村田知士(35期保護者) 若林正和（元PTA会長）
昨年9月までに２１，７５８筆の署名を提出しました。引き続き署名を集めています。ご協力お願いします。
南高を守る会連絡先   川崎　
　　　　　　 　　　　加藤　

